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１．路線の位置及び状況

■一般国道169号は、奈良県奈良市を起点とし、和歌山県新宮市に至る延長約185km
（奈良県域約122km）の主要幹線道路である。

■奈良県域は全線が第１次緊急輸送道路に指定されている。
■一般国道169号は、県内を南北に縦断しており、西名阪自動車道や大和高田バイパスなど
多くの幹線道路と交差している。
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１．路線の位置及び状況（骨格幹線道路ネットワーク）

■一般国道169号高取バイパスは、奈良県中部に位置する延長約3.4kmの道路整備事業である。
■本バイパスは、南和地域と京奈和自動車道（御所IC）を繋ぐアクセス道路であり、奈良県道路
整備基本計画（令和元年10月）において、骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備
箇所として重点的な整備を推進する箇所に位置づけている。

骨格幹線ネットワーク
（大和平野部）

出典：奈良県道路整備基本計画（令和元年10月改定）

凡例

骨格幹線
道路

高規格幹線道路・有料道路

４車線以上

２車線

未改良区間

事業展開
箇所

路線の線的整備箇所

結節点の点的整備箇所

課題箇所の面的検討箇所

一般国道169号
高取バイパス
L=3.4km



１．路線の位置及び状況
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■一般国道169号高取バイパスは、高取町兵庫を起点として同町清水谷に至る延長約3.4kmである。
平成24年4月に約1.4kmが供用開始している。
■紀伊半島アンカールートの一部を形成する本バイパスを整備することにより、中和地域と南和
地域のアクセス向上および南和地域の活性化、防災機能の強化を図る。
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平成9年 都市計画決定

平成10年 事業化

平成19年 再評価

平成24年 再評価（5年経過）
平成29年 再評価（5年経過）
令和4年 再評価（5年経過）

169文
たかむち小

1工区 L=1.4km（H24.4.20供用） 2工区 L=2.0km

一般国道169号高取バイパス L=3.4km

薩摩跨線橋
L=234m

松山高架橋
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高取トンネル
L=635m

清水谷高架橋
L=154m

清水谷

松山

羽内

吉備

薩摩

兵庫

田井庄

至奈良市

至新宮市

高取町役場

高取町

対象事業（バイパス）

一般国道

その他の道路

凡 例

２．事業の概要
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・交通混雑の緩和
・救急救命活動の支援
・観光振興の支援
・地域産業の支援

路線名 一般国道169号高取バイパス

事業区間
奈良県高市郡高取町兵庫～
奈良県高市郡高取町清水谷

事業延長 3.4km

構造規格 第３種第２級

設計速度 60km/h

計画交通量 13,500～13,800台/日

車線数 暫定２車線

道路幅員 8.5m

事業費 166.9億円

※単位（m）

◆事業区間の道路構造◆事業の目的

◆事業概要

◆事業の経緯 上辻トンネル
L=82m

橋梁部の断面図 トンネル部の断面図
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３．上位関連計画への位置付け

上位関連計画 事業の位置付け

奈良県道路整備基本計画
（平成２６年７月策定、令和元年１０月改定）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇
所として重点的な整備を推進する路線に位置づけ

高取町都市計画マスタープラン
（令和２年３月改定）

京奈和自動車道御所ＩＣを介して、京都、大阪、和歌山
方面と高速道路で結ばれることから、本町の将来都市
構造における広域連携軸として位置付け

奈良県緊急輸送道路ネットワーク計画
（平成９年３月策定（平成２９年６月見直し））

「第１次緊急輸送道路」に位置付け

近畿ブロック新広域道路交通計画
（令和３年７月策定）

広域道路ネットワークに位置づけ

奈良県新広域道路交通計画
（令和３年７月策定）

広域道路ネットワークに位置づけ

重要物流道路制度
（令和４年４月指定）

重要物流道路の「事業区間」に位置付け
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４．事業の必要性に関する視点

出典：全国道路・街路
交通情勢調査

※交通量は
「交通量調査地点①」と
「交通量調査地点②」を
合計したもの

小型車交通量
大型車交通量
対H22伸び率

◆国道169号の交通量

増加

35

高取町

御所市

（H24.4.20供用）

一般国道169号高取バイパス

交通量調査地点①
高取バイパス
高取町大字兵庫

1工区 2工区

169

交通量調査地点②
一般国道169号現道
高取町大字観覚寺

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
■御所市・高取町・橿原市・明日香村の人口は、微減傾向（対H27伸び率0.94）であるが、御所市・高取町・
橿原市・明日香村の自動車保有台数は、横ばい（対H27伸び率1.00）であり、需要の見込みや地域情勢の
変化等大きな変化はない。

■一般国道169号の交通量は増加傾向（対H22伸び率1.14）であり、平成24年度に一部供用開始された
ことにより、交通の流れは一般国道169号現道から高取バイパスに一部シフトしている。

◆御所市・高取町・橿原市・明日香村の人口

◆御所市・高取町・橿原市・明日香村の自動車保有台数

出典：国勢調査（H27）、
奈良県推計人口調査
（R4.4）

出典：奈良県統計年鑑

横ばい

微減

高取ﾊﾞｲﾊﾟｽ

国道169号
現道
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現況 整備後

混
雑
度

■一般国道169号の現道は、飛鳥駅前交差点から城殿町の区間において混雑度が1.23と高く、
主要渋滞区間に指定されている。

■本バイパスの整備により、奈良市方面や大阪方面などへ向かう交通の一部が京奈和自動車道御所
IC方面へ転換され、交通混雑の緩和が期待される。

４．事業の必要性に関する視点
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◆一般国道169号現道の混雑状況 ◆一般国道169号の渋滞状況

飛鳥駅前
交差点

一般国道169号
高取バイパス

35

309

御所IC

京
奈
和
自
動
車
道

高取町

明日香村

御所市

橿原市

城殿町

飛鳥駅前→

奈良市方面

大阪方面

◆高取バイパス整備による
混雑度緩和の試算

最大通過時間：
3分20秒（北行）

出典：飛鳥駅前交差点渋滞長調査結果（平成30年7月12日（木））

写真①：城殿町

凡例
事業区間（供用済）
事業区間（事業中）
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

１車線
２車線
４車線以上

主要渋滞区間
主要渋滞箇所

２）事業の整備効果①【交通混雑の緩和】

大淀町

写真②：飛鳥駅前交差点

169

きどのちょう

混雑度観測地点
高取町大字観覚寺

※現況：H27全国道路・街路交通情勢調査
（混雑度観測地点：高取町大字観覚寺）
※整備後：将来交通量推計より得られた
交通量と交通容量を用いて算出

高取バイパス
整備により

混雑度1.0未満に

高取バイパス
整備後



４．事業の必要性に関する視点
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２）事業の整備効果②【救急救命活動の支援】
■一般国道169号を使った救急搬送は、令和3年では322人である。
■一般国道169号の現道では、混雑度が1.23と高く、渋滞が発生している。
■本バイパスの整備により、一般国道169号の混雑が緩和し、救急搬送時間が短縮され、救急搬送の
円滑化及び救命率の向上が期待される。

出典：大淀消防署ヒアリング結果（R4.9）

◆所要時間の変化（大淀消防署～奈良県立医科大学付属病院）◆主な救急搬送先医療機関

▲ カーラー曲線※交通量推計より得られた旅行速度を用いて算出
（高取バイパス整備により国道169号の混雑が
解消し、旅行速度が向上）

要更新
大
淀
消
防
署

奈
良
県
立
医
科

大
学
付
属
病
院約58分

現況

高取バイパスあり

35

309

高取町

御所市

大淀町

飛鳥駅前→ 大淀消防署●

奈良県立医科大学付属病院
（搬送人員数：133人）

一般国道169号を利用した、
1年間の搬送人員合計は322人
（1日当たり約0.9人相当））

京
奈
和
自
動
車
道

明日香村

橿原市

御所IC

169

一般国道169号
高取バイパス

済生会御所病院
（搬送人員数：25人）

凡例
事業区間（供用済）
事業区間（事業中）
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

１車線
２車線
４車線以上

救急告示病院

◆大淀消防署からの声

奈良県立医科大学付属病院への搬送には、慢性的に混雑
している一般国道169号を通らざるを得ない状況です。特に
観光シーズンは渋滞が著しく、渋滞している車をすり抜ける
際の安全確保に気を使います。

また、県北部などへの広域搬送には京奈和自動車道へのアクセス時間
の短縮が必須で、高取バイパス整備の早期整備が必要です。

奈良・天理方面
（搬送人員数：48人）

香芝・王寺方面
（搬送人員数：46人）

中井記念病院
（搬送人員数：23人）

済生会中和病院
（搬送人員数：23人）

平成記念病院
（搬送人員数：10人）

大和橿原病院
（搬送人員数：14人）

混雑時
所要時間 54分

21分
平均
所要時間

30分

19分
混雑時
所要時間

平均
所要時間

混雑時所要時間 24分短縮

平均所要時間 2分短縮
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４．事業の必要性に関する視点
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◆主要観光地へのアクセスルート

35

24

309

169

370

370

169

309

高取バイパス整備後
のアクセスルート

現在のアクセスルート
（一般国道１６９号現道）

一般国道169号
高取バイパス

高取町
明日香村

御所市

大淀町
吉野町

下市町

桜井市

川上村

吉野山ロープウェイ

吉野山エリア

京奈和自動車道より

南
阪
奈
道
路
よ
り

凡例
事業区間（供用済）
事業区間（事業中）
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

１車線
２車線
４車線以上

２）事業の整備効果③【観光振興の支援】
■国道169号の現道は京奈和自動車道や南阪奈有料道路から吉野や川上村方面の観光地へのアク
セス道路であるが、観光シーズンは著しい渋滞が発生し、地域活力の停滞要因となっている。

■本道路の整備により、各観光地へのアクセスが向上し、観光振興の支援が期待される。

御所IC

橿原高田IC

■一般国道169号は京奈和自動車道や南阪奈有料道路から吉野郡東部地域の観光地へのアクセス
道路であるが、観光シーズンは著しい渋滞が発生し、地域活力の停滞要因となっている。

■本バイパスの整備により、各観光地へのアクセスが向上し、観光振興の支援が期待される。

川上村 白川渡オートキャンプ場

◆所要時間の変化
（橿原高田IC～吉野山）

要更新

橿
原
高
田
Ｉ
Ｃ

吉
野
山

約58分

現況

33分

高取バイパスあり

25分

8分短縮

※交通量推計より得られた旅行速度を用いて算出

吉野山の桜

県南部には吉野山の
桜をはじめ、川上村での
自然体験や上北山村の
大台ケ原の紅葉など、

1年を通じて観光客が訪れます。
高取バイパスができると、これらの
観光地へのアクセス向上により、
地域活性化が期待されます。

◆吉野町役場からの声

出典：吉野町産業観光課ヒアリング結果（R4.9）

◆吉野町観光入込客数の推移

出典：吉野町産業観光課提供資料

県全体と同様増加傾向



一般国道169号は東紀州地域と京阪神との
最短・最安物流道路である。一般国道169号
を利用することで輸送コストの低減を図り、

商品価格へ反映させることができます。運送業界だけで
なく、生鮮、観光、漁業、農業他全ての産業の方々が
高取バイパスの整備を熱望しています。

出典：国道169号線改良促進協議会 要望書

４．事業の必要性に関する視点

◆吉野材輸送ルート

桜井市
桜井市

21

吉野町

17

五條市

15天理市

11

大淀町

10

宇陀市

7

生駒市

6

その他

25

吉野町が県内で
2番目に多い

出典：工業統計調査
（令和２年）

※県合計：112事業所
※従業者4人以上の事業所

◆木材･木製品製造業の市町村別事業所数

２）事業の整備効果④【地域産業の支援】
■中南和地域は林業が盛んであり、吉野町には製材所が集積。「吉野材ブランド」として全国各地に出荷されている。
■東紀州地域から京阪神への物流道としても活用されている。
■本バイパスの整備により、吉野地域や東紀州地域から京奈和自動車道御所IC方面へのアクセスが向上し、地域
産業の活性化が期待される。

35

24

309

370

原木が吉野に集積

169

高取バイパス整備後
の吉野材出荷ルート

一般国道169号
高取バイパス

京
奈
和
自
動
車
道

高取町

明日香村御所市

大淀町

吉野町

吉野製材工業協同組合
吉野材センター
（原木の加工）

吉野木材協同組合連合会
木材市場
（原木の調達）

下市町・黒滝村
・天川村から

川上村・東吉野村・
上北山村・下北山村から

製材所が集中
するエリア

凡例
事業区間（事業中）
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

１車線
２車線
４車線以上

御所IC

169

現在の吉野材出荷ルート
（一般国道１６９号現道）

京奈和自動車道へ

南
阪
奈
道
路
へ

橿原高田IC
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木材輸送は揺れ
を伴い、対向車等
との接触のリスク
が大きいため、

比較的幅員の広い一般国道
169号を利用することが多いで
すが、渋滞も多く、特に観光
シーズンは、集荷を1日早める
といった対応をしています。
高取バイパスの整備により、
輸送時間の短縮や安定した輸
送の実現を期待します。

◆吉野製材工業組合からの声

出典：吉野製材工業組合
ヒアリング結果（R4.9）

◆東紀州地域からの声



５．事業の効率性に関する視点

12

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。
※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

◆事業全体

便益(B)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益※1
費用便益比
(B/C)

231.0億円 26.1億円 10.2億円 267.3億円

1.2

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

227.1億円 0.6億円 227.7億円

◆残事業※2

便益(B)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益※1
費用便益比
(B/C)

77.4億円 10.1億円 5.6億円 93.1億円

4.9

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※1

18.5億円 0.3億円 18.8億円

■算出条件等

基準年 ：令和4年度

検討期間 ：50年間

現在価値算出のための

社会的割引率 ：4％

交通量の推計時点 ：令和22年度

推計に用いた資料 ：平成27年度道路交通センサス

適用した費用便益分析 ：令和4年2月版マニュアル

事業費（事業全体） ：166.9億円（単純価値・税込み）

事業費（残事業） ：21.6 億円（単純価値・税込み）

維持管理費 ：976千円／㎞

作成主体 ：奈良県

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．６）

〇事業の投資効果

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝４．５）
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御所市・高取町
橿原市・明日香村

国道169号
高取バイパス

事業計画等

費用便益比

※世帯数・人口は各年４月１日時点世帯数 69,938世帯 65,821世帯
人口 162,003人 154,488人

現況交通量 22,830台/日（H17） 21,306台/日（H27）
計画交通量 17,400台/日（R12） 13,800台/日（R22）

事業進捗率 約73％ 約87%
用地進捗率 約81％ 100％

事業費（単純価値） 約144億円 約167億円

■平成24年度に1.4kmを供用しており、残りの2.0kmについては、令和2年度までに松山高架橋（L=343m）、

高取トンネル（L=635m）及び上辻トンネル（L=82m）のトンネル設備を除き完成し、現在、残る

清水谷高架橋工事（L=154m）を含む国道169号との接合部及びトンネル設備工事を進めている。

■令和3年度末までの進捗は、事業進捗率87％、用地買収率100％（前回再評価時73％、81％） 。

■残りの工事を計画的に執行し、早期の供用を目指す。

６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点６．事業の進捗の見込みの視点

７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（７．再評価時（H29）との比較）との比較）との比較）との比較

総便益 総便益（現在価値） 約277億円 約267億円
事業全体 1.6 1.2
残事業 4.5 4.9

H29（前回再評価時） R4（今回再評価時）

※全国道路・街路交通情勢調査（国道169号と高取バイパス部分供用済区間の合計）（現況交通量）将来交通量推計結果（高取バイパス）（計画交通量）
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７．再評価時（Ｈ２９）との比較
◆事業費増加の理由

■再評価時（Ｈ２９）における事業費は、当時の最新資料によるもの。
■その後の上辻トンネル工事や清水谷高架橋詳細設計の結果等により、事業費全体で約23億
円の増額が確認された。

前回評価時：144億円（H29） Ｂ／Ｃ：１．６
今回評価時：167億円（R4） Ｂ／Ｃ：１．２

変更理由 変更金額

① 里道復旧に伴う法面工の追加による増額 ＋4.0億円

② 上辻トンネル及び切土部の土質の変更による増額 ＋2.5億円

③ 河川付替工詳細設計に伴う土留め工の追加による増額 ＋2.5億円

④ 清水谷高架橋詳細設計に伴う杭長等の変更による増額 ＋5.5億円

⑤ 地質調査結果に基づく地盤改良工の増額による増額 ＋6.0億円

⑥ 清水谷高架橋下部工の土質の変更による増額 ＋2.5億円

合計 ＋23.0億円



A1橋台

高取トンネル
L=635m

上辻トンネル
L=82m

１６９

N

P1

P2

A2

清水谷橋梁
L=154m

P1橋脚

P2橋脚

A2橋台

A1

７．再評価時（H29）との比較

⑥

②

⑤

◆変更理由

①里道復旧に伴う法面工の追加による増額
②上辻トンネル及び切土部の土質の変更による増額
③河川付替工詳細設計に伴う土留め工の追加による増額
④清水谷高架橋詳細設計に伴う杭長等の変更による増額
⑤地質調査結果に基づく地盤改良工の増額による増額
⑥清水谷高架橋下部工の土質の変更による増額

◆変更箇所位置図

④

①

③

15
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７．再評価時（H29）との比較
◆事業費増額の理由

①里道復旧に伴う法面工の追加による増額（C=4.0億円）
トンネルにより分断される里道の機能復旧の線形が変更になったことに伴い、里道を確保するため、法面勾配を見直し、
法面工を追加

3,500 3,500

表土

強風化土

風化土

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ

里道復旧

当初

変更

法枠工、鉄筋挿入工



平面図

国
道
16
9号

◆事業費増額の理由

N

標準横断図 函渠部標準横断図 切土部

軟岩Ⅰ（CL）

強風化土（DL～DM）

崖錐（dt）

風化土（DH）
750

250

500875

3500

625 2875

875

10000

3500

4456

24.6
17.7

▽183.449

軟岩Ⅱ（CL～CM）

強風化土（DL～DM）

軟岩Ⅰ（CL）

風化土（DH）

表土

1500

1500
1500

1500

完
成
形

下
り
線
中
心

上
り
線
測
量
中
心

上
り
線
設
計
中
心

3500

417 3083

1083 3500

9167

1083

1500 1500

70
00

7 8
2 6

501

1503 1618

5403121

15254162902

NO .0+18.1 15

NO.1+09.147

FH=185.661

(1:1
.2)

1
:1.2

04

(1:1.
2)

1:
1.20

4

FH=185.723

(1500) (1614)

(3000) (538)(500)

(900) (4152)

:1
.2)

(1
:1
.
2)

1
:1
.
20
4

FH=1 91.357

約５５百万円の増

切土部 函渠部

７．再評価時（H29）との比較

当初想定した土質と異なり、硬質な岩が出土したため、
鋼矢板圧入の施工区分を変更

当初想定した土質と異なり、硬質な岩が出土したため、
岩掘削施工費が増大

【切土部】 【函渠部】

風化土

風化土
軟岩Ⅰ

軟岩Ⅰ
軟岩Ⅱ

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ

軟岩Ⅱ
中硬岩

中硬岩を確認

②上辻トンネル及び切土部の土質の変更による増額（C=2.5億円）

当初：土砂、軟岩Ⅰ・軟岩Ⅱ
変更：土砂、軟岩Ⅰ・軟岩Ⅱ・硬岩

当初：土砂、軟岩Ⅰ
変更：土砂、軟岩Ⅰ、軟岩Ⅱ、中硬岩
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◆事業費増額の理由

約５５百万円の増７．再評価時（H29）との比較

③仮設土留め工の追加による増額（C=2.5億円）
詳細設計に伴う追加地質調査の結果により、新たに軟弱な地層があることが判明したため、函渠工の施工に伴う仮設土留め工を
追加

土留め工追加
L=5.6～6.5ｍ

【横断図】【平面図】

④高架橋基礎工の杭長の変更による増額（Ｃ=5.5億円）
杭位置での地質調査に基づく詳細設計により、橋脚の深礎杭長が長くなったため

当初支持層ライン

変更支持層ライン

当初：L=7m
変更：L=11m

当初：L=7m
変更：L=11m

土留め工追加

軟岩

シルト層（軟弱）

現道
（国道169号）

現況
河川位置

付替後
河川位置

土砂

N

当初
掘削ライン

函渠工

函渠工

18



19

７．再評価時（H29）との比較
◆事業費増額の理由

【横断図】

⑤地質調査結果に基づく地盤改良工の追加による増額（C=6.0億円）
地質調査結果により、国道169号の現道と接続する部分の地盤が一部軟弱であることが判明したため、地盤改良工を追加

地盤改良工

ON

OFF

B

地盤改良

3500 3500

750 7000 750

8500

1:1.5

Co Co As
Co Co

As
Co

Co

Co

As

地盤改良

L=4.00m

L=4.50m

L=5.00m

L=5.50m

L=7.00m

L=4.00m

L=4.50m

L=5.00m

L=5.00m

L=4.50m

L=5.50m

L=4.00m

? 

? 

? 

ON

OFF

B

3500 3500

750 7000

13518

750

8500

As

As

Co

As Co Co

As
Co

Co

L=9.50m

L=5.50m

L=6.00m

L=6.50m

L=7.00m

L=8.00m

地盤改良

L=4.50m

L=5.00m

L=5.50m

L=7.50m

L=4.50m

L=5.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=4.00m

? 

? 

地盤改良工

⑥高架橋下部工の土質、杭長の変更による増額（Ｃ=2.5億円）
【Ａ１】当初想定した土質と異なり、硬質な岩が出土したため、掘削施工費が増大
【Ａ２】当初想定した支持層が深かったため、深礎杭の杭長が長くなり工事費が増加

当初：土砂、軟岩Ⅰ
変更：土砂、軟岩Ⅰ、硬岩

当初：深礎杭 L=８．０ｍ
変更：深礎杭 L=９．５ｍ

【平面図】

地盤改良工 L=約６００ｍ

【Ａ１】 【Ａ２】

A1橋台

A2橋台

【平面図】

当初Ｂｒ位置

追加Ｂｒ位置

軟岩Ⅰ

軟岩Ⅱ

硬岩Ⅰ

変更

土砂

軟岩Ⅱ

軟岩Ⅰ

土砂

変更

当初
変更

当初

軟岩Ⅱ



20

８．コスト縮減や代替案立案等の可能性

現在の計画で用地買収が完了しているため、代替案の検討は行わない。

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、
引き続き関係機関協議等を着実に実施する。

補強土壁工において、建設発生土(残土)を有効利用することにより、コスト縮減が
期待される。

より一層コスト縮減に努めながら、引き続き事業を推進する。

◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供

◆代替案立案等の可能性



９．対応方針（案）
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●交通混雑の緩和
●救急救命活動の支援
●観光振興の支援
●地域産業の支援
以上について達成される
⇒ 当初事業採択時から必要性は変化していないことを確認

●現在、橋梁工事を実施中である。
●用地買収が完了している。
●引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指す。

●費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１．２、残事業で４．２
⇒ 効率的な事業であると確認できる

事 業 継 続

一般国道169号高取バイパスは、 事業の必要性に関する視点、事業の効率性に関
する視点、事業進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

３．事業進捗の見込みの視点

１．事業の必要性等に関する視点

２．事業の効率性に関する視点



■高取バイパスの整備により、奈良市方面や大阪方面などへ向かう交通の一部が京奈和自動車道御
所IC方面へ転換する。

■高取バイパスの整備効果は隣接する高取町・明日香村・御所市だけでなく、橿原市でも国道169号の
交通量が16,900台/日から15,500台/日に減少するなど混雑緩和が期待される。

◆位置図

資料：平成27全国道路・街路交通情勢調査ベース 令和22年将来交通量配分結果

写真：現在の混雑状況

⇒高取バイパス整備による交通混雑緩和に伴い、救急
搬送の時間短縮による救命率の向上等も期待される

橿原市

明日香村

高取町

御所市

国
道
１
６
９
号

京
奈
和
自
動
車
道

御所IC

大阪方面へ

奈良市方面へ

大和高田バイパス

城殿町

断面③

断面①

◆高取バイパス整備による交通量の変化
【断面①：橿原市】 【断面②：明日香村】

【断面③：高取町】

断面②

：高取BP整備なしルート
：高取BP整備ありルート

【参考資料】 ご質問への回答


